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「
ま
ち
」
の
基
本
は「
ひ
と
」。

　
「
食
」も「
文
化
」も「
風
習
」も「
行

事
」
も
、
す
べ
て
は
一
関
の
住
民
が

つ
く
っ
て
い
る
も
の
だ
。
住
民
の
活

動
こ
そ
が
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅

力
で
あ
り
、
他
の
地
域
に
誇
れ
る
一

番
の
宝
だ
と
い
え
る
。

　

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
住
民
の
活
動

と
関
わ
っ
て
い
る
塩
竃
一い

ち

常じ
ょ
う

さ
ん

（
Ｆ
Ｍ
あ
す
も
）
は
一
関
の「
ひ
と
」

を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　
「
一
関
の
人
は
、
自
分
の
活
躍
を

あ
ま
り
自
慢
し
ま
せ
ん
。
奥
ゆ
か

し
い
の
で
す
が
、
も
っ
た
い
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
困
難
に
挑

戦
し
、
成
功
し
た
。
そ
れ
は
褒
め

ら
れ
る
べ
き
で
す
。『
よ
く
や
っ
た

ね
、
す
ご
い
ね
』
と
互
い
を
褒
め

る
人
が
増
え
れ
ば
、
一
関
は
も
っ

と
元
気
な
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

言
葉
に
は
、
言こ

と

霊だ
ま

と
呼
ば
れ
る

特
別
な
力
が
あ
る
。

　

不
平
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
志
向

の
言
葉
を
口
に
す
る
ひ
と
は
、
自

ら
を
励
ま
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
諦
め

な
い
意
志
を
持
て
る
。

　

前
を
向
き
、
何
度
で
も
挑
戦

す
る
意
志
が
、
元
気
な
ま
ち
を

作
る
の
だ
。

PROFILE　しおがま・いちじょう

1978年一関市生まれ。97年FM-FUJIでリポー

ターデビュー。翌98年からパーソナリティーに。
大阪を拠点に活動した後、2007年から奥州エフ

エム放送で活躍。12年からはFMあすものパー

ソナリティーとして市内で活躍。人気コーナー

「GETKING!」では住民と声でキャッチボール。温
かくて優しい声がファンの心をつかんでいる。
「生活に寄り添い、誰かとつながる気持ちを共有
したい。ラジオのパワーを感じてほしい」と笑顔
をのぞかせた。　

藤
原 

順
じ
ゅ
ん

さ
ん　
「
桜お

う

室こ
う

連れ
ん

」代
表

「
や
る
か
ら
に
は
本
気
で
。

礼
を
重
ん
じ
る
魂
を

子
供
た
ち
に
伝
え
る
」

ひ
と
は
褒
め
て
伸
ば
す
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杉
山 

浩
さ
ん　

Ｎ
Ｐ
О
法
人「
響ひ

び
き生
」代
表

「
子
供
た
ち
の
笑
い
声
が

響
き
合
う

温
か
な
地
域
を
目
指
し
て
」

佐
藤
芳よ

し

則の

り

さ
ん　

い
ち
の
せ
き
ル

ー

レ
ッ
ト

代
表

畠
山
修

し
ゅ
う

一い

ち

さ
ん　
ふ
じ

さ
わ

マ
ー
チ
ン
グ
実
行

委
員

菊
地 

潤
じ
ゅ
ん

さ
ん　

一
関
商
工
会
議
所
青
年
部
東
山

支
部
支
部
長

菊
池 

亮り
ょ
う

さ
ん　

四
ツ
角
元
気
市
実
行
委
員

「
育
て
て
も
ら
っ
た
地
域
に

恩
返
し
す
る
。

理
由
な
ん
て
い
ら
な
い
」

絶対に聞い
ておきたい地域を担うキーパーソンの言葉

「
人
と
の
つ
な
が
り
を
軸
に

ま
ち
に
新
た
な

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
」

「
地
域
へ
の
感
謝
は

言
葉
で
は
な
く

ひ
た
む
き
な
行
動
で
示
す
」

「
誰
も
が

き
っ
と
想
像
以
上
。

潜
在
能
力
を
ひ
き
出
せ
」
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C a s e  0 5

C a s e  0 6

まちが元気かどうかは人口の規模だけではない。

まちを活性化する解決策は地域の中にこそある。

大切なのは、人と人とのつながりだ。

　千厩町奥玉で「放課後等デイサービ
ス リトル・ピース」、同町保健センター
2階で「おやこ広場 てって」を運営して
います。子供たちの居場所を増やそうと
いう地域の皆さんの声に呼応しました。
　さまざまな機関と連携し、協働で地
域の子育てに関する課題を解決したい
と考えています。一関には、子供たち
が豊かで安心して暮らせる地域であっ
てほしいです。

　桜室連は室根町初のよさこい団体。
結成7年目です。最大40人以上のメン
バーがいましたが、現在は17人まで縮
小しました。踊りはしっかり、礼を重ん
じる、技術を向上させる。この3つを重
んじながら活動しています。　
　踊り切った後に浴びる拍手は最高。
努力と続けることの大切さを、その都
度感じます。体が動く間は踊り続けた
い。私たちのライフワークです。

　元気市は大東町摺沢の通称「四ツ角」
で行われる商業イベント。今年で14回
目になります。こだわりの品や、それぞ
れの店のお買い得品がズラリ。試食し
て味や品質を確かめてもらったり、直接
話すことで信頼関係を築いたり、楽し
みながらイベントを運営しています。
　私がそうだったように、子供たち
には、楽しかったまちの思い出をた
くさん作ってあげたい。

　2013年に帰郷。地域をイベントで盛
り上げようと、起業応援講座に申し込
みました。15年1月に「一関ルーレット」
を立ち上げ、2月に全国の日本酒を楽
しめるイベントを実現。5月に市内のス
イーツを集めたイベントを開きました。
　来年、イベント運営や都市計画に携
わる会社を起業します。中東北の中心
という立地を生かし、多彩なイベント
を開きたいです。

　東山支部が主催するワインパー
ティーは今年で13年目。若い世代に、
出会いの場を提供したかったのが始ま
りです。パーティーをきっかけに結婚し
たカップルもいます。
　今思うと、地域の人たちの世話に
なって育ったと思います。親になって、
より強くそれを感じます。地域を盛り上
げる姿を子供に見せたい。それが私の
役割だと思っています。

　マーチングは個人の技術ではなく全
体の調和が評価されます。子供たちが
チームとして一丸となる様子や責任感
が芽生えていく姿に心が震えます。　
子供たちの熱意に保護者が応え、発表
の場を作っています。以前よりも規模
は縮小しましたが、身の丈にあった活
動でなければ続けることは難しい。続
けることで新しい歴史や文化が生まれ
ていくのだと信じています。

特
集 gift/ギフト

ひと
●第3章

一関で活躍する人たち。生き生きとした表情
から充実した日々がうかがえる。

個性豊かで多様な人材が集う地域

3rd Chapter 「Human」

Interview
キーマンに

聞く


